
 

 
誘導ラマン散乱顕微法とラマンプローブによる超多色/代

謝イメージング 

小関泰之（東大先端研） 

細胞内では複数の小器官が複雑に相互作用し、様々な生命活

動を維持していると考えられている。このような生命活動の詳

細を明らかにするため、生きた細胞内の複数種の分子を高い時

間・空間分解能で観察することは重要である。蛍光イメージン

グは生細胞中の特定分子の可視化法として広く使われている

が、色数が 5-6 色程度に制限される、糖やアミノ酸などの小さ

な生体分子の標識が困難、などの課題を有している。 

これらの課題を打破する手法として、光で分子振動を検出す

るラマン顕微法が注目されている。さまざまなラマン顕微法の

中でも、誘導ラマン散乱(SRS)顕微法 1)は、2 色のパルスレーザ

ーを用いて試料の分子振動を高感度に検出し画像化を行うイメ

ージング手法である。従来、SRS 顕微法の応用としては蛍光染

色せずに試料を観察する無標識イメージングが注目されていた

が、近年、ラマンイメージングのための染色剤（ラマンプロー

ブ）を用いた超多重イメージング法や、重水素標識分子を用い

た小さな分子の代謝イメージング法が登場し、これらの生体イ

メージング応用が進められている。 

本講演では、SRS 顕微法の原理について述べたのち、我々が

開発した蛍光・SRS 統合イメージングシステム 2)について解説

するとともに、ラマンプローブを用いた超多重イメージング（図

1）2)や代謝イメージング（図 2）3,4)の例を紹介する。さらに最近

我々が報告した、ラマンプローブを用いた超解像イメージング

についても紹介し 5)、今後の展開を議論したい。 
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図 1. SRS による超多色イメージング 2)。

ラマンプローブ 4 色・蛍光 4 色による

計 8 色画像（核(Nucleus)、細胞膜(PM)、

チューブリン、ライソソーム(Lyso)、脂

肪滴(LD)、アクチン、ミトコンドリア

(Mito)、小胞体(ER)）。 

 

 
図 2. 重水素標識メチオニンの代謝イメ

ージング 3)。 
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